
平成２５年度防災関連事業計画について（その１） 

 

１．治水対策事業 

■雨水ポンプ場整備事業               予算額 １，０８３，９８１千円 

平成２７年度の供用開始を目指し、芳野ポンプ場の整備を行う。 

芳野ポンプ場：樋管及び吐口の整備    

区 分 排水量 エンジン 電動ポンプ 

計画排水量 Ｑ＝9.09 ㎥／Ｓ φ1200 ㎜×3 台 φ400 ㎜×2台 

第１期事業 Ｑ＝6.22 ㎥／Ｓ φ1200 ㎜×2 台 φ400 ㎜×2台 

 

■雨水ポンプ場改築事業                 予算額 １３５，５９５千円 

ポンプ場の耐震化に向けた事業を行う。 

  堀江ポンプ場 ：耐震補強工事       事業費  ２８，０００千円 

豊田川ポンプ場：実施設計・土地購入費   事業費 １０７，５９５千円 

 

■幹線管渠整備事業                   予算額 ２６７，９３８千円 

区 分 計画延長 ２４年度末 ２５年度 ２６年度以降 

二ツ杁排水区 
□1.6ｍ×1.6ｍ ほか 

Ｌ＝約 590ｍ 
Ｌ＝約 290ｍ Ｌ＝約 160ｍ Ｌ＝約 140ｍ 

下之郷第三排

水区 

□800～φ1350mm 

Ｌ＝約 655ｍ 
Ｌ＝約 120ｍ Ｌ＝約 535ｍ 

 

 ■雨水貯留施設設置費                  予算額 ３００千円 
２地区での雨水貯留施設（各２，５００㎥）を設置するための検討業務をし、効率的な浸

水被害対策を行う。 

  【４７計画・河川分の実績】 

計画量 

① 

実施済み 

② 

未整備量 

①－② 

進捗率 

②／① 

19,200 ㎥ 14,130 ㎥ 5,070 ㎥ 73.59％

 

区 分 地 区 形態 容量 

し尿処理場施設内調整池 新川 オープン調整池 5,085 ㎥

清洲インターチェンジ部調整池 清洲 オープン調整池 4,127 ㎥

中沼１０１号 春日 地下貯留 940 ㎥

名高速高架下調整池 西枇杷島 地下貯留 835 ㎥

助七公園貯留地 新川 地下貯留 293 ㎥

夢の森保育園 春日 オープン調整池 200 ㎥

ネギヤ保育園 春日 オープン調整池 150 ㎥

清洲城広場 清洲 地下貯留 2,500 ㎥

 

■五条川河川改修工事（県） 

   法界門堰撤去工事及び護岸改修工事を行う。・・（別図２） 

２．公共施設の耐震化事業 

 ■新川小橋整備費                   予算額 １７，１００千円 

新川小橋（車道橋１橋、歩道橋２橋）について、現行基準に適応した耐震補強詳細設計を

行い、補修が必要な損傷箇所については補修詳細設計を行う。 

改修工事については平成２６年度から実施する。 

【施設概要】 所在地／須ケ口  延長／72.9ｍ  構造／コンクリート橋  架設年度／昭和 38 年 

【改修内容】 

補強計画 

 現行の耐震基準をすべて満足させることを目標に落橋防止システムの整備と橋脚の補強 

 を実施する 

補修計画 

   支承の防錆処理、ひび割れ部の樹脂注入、剥離・鉄筋露出部の断面修復、橋面の舗装修 

繕、歩道橋梁の塗装塗り替えを行う 

 

３．避難所関連事業 

 ■小学校トイレ改修工事               予算額  ２２，６７０千円 

平成２４年度に引き続き、小中学校のトイレの洋式化を行う。 
現 況 改 修 後 

学  校  名 
和 洋 合計 洋式化率 和 洋 合計 ※洋式化率

西枇杷島小（工事中） ７７ １ ７８ １．２% １６ ５７ ７３ ７８．１%

古城小（工事中） ７７ ６ ８３ ７．２% １４ ４９ ６３ ７７．８%

清洲小（工事中） ５８ ２８ ８６ ３２．５% １２ ７１ ８３ ８５．５%

清洲東小（工事中） ４０ １４ ５４ ２５．９% １１ ４３ ５４ ７９．６%

新川小（工事中） ５９ ２１ ８０ ２６．２% １２ ５１ ６３ ８１．０%

星の宮小 ２３ ３７ ５９ ６２．７% １２ ４７ ５９ ７９．７%

桃栄小（工事中） ４８ １２ ６０ ２０．０% １１ ４５ ５６ ８０．４%

春日小（実施済） ２０ ５５ ７５ ７３．３% ２０ ５５ ７５ ７３．３%

※改修後の洋式化率は、現場状況にあわせ可能な限り洋式化するため予定値とする。 

 

■中学校トイレ改修工事                予算額 ２６５，２７２千円 

現 況 改 修 後 
学  校  名 

和 洋 合計 洋式化率 和 洋 合計 ※洋式化率

西枇杷島中 ６０ ７ ６７ １０．４% ０ ６６ ６６ １００．０%

清洲中 ４２ １２ ５４ ２２．２% ０ ５４ ５４ １００．０%

新川中 ９０ １１ １０１ １０．９% ２２ ７７ ９９ ７７．８%

春日中 ３１ ７ ３８ ２０．４% ３ ３５ ３８ ９２．１%

 

■屋内運動場非構造部材耐震点検調査          予算額   ７，５６０千円 

  避難施設でもある市内小中学校の屋内運動場の、天井や照明器具などの非構造部材 

 の耐震化を進めるため、施設の点検調査を行う。 

 

資料３ 



 

◇メール受領 

◇安否状況の登録（人的被害の有無） 

◇参集状況の登録 （参集可能性、参集時間） 

 

 

◇職員の召集・安否確認（ＷＥＢ画面） 

平成２５年度防災関連事業計画について（その２） 

 

１．自主防災組織強化事業 

 ■自主防災活動支援費                    予算額 ８，８４４千円 

自主防災会のブロック化を推進し組織力を強化するため、自主防災会への支援を実施する。 

 ⑴防災資機材購入補助(ハード事業) 

  資機材購入費用×４／５、補助限度額４０万円 

⑵自主防災組織活性化事業（ソフト事業） 

 地域ハザードマップ作成等費用×１０／１０、補助限度額１０万円 

⑶消火器等の購入補助 

 新設･老朽化による買換え等の費用×１０／１０、全額補助 

 

２．防災訓練 

 ■総合防災訓練（９月７日）                 予算額 １，１３２千円 

会  場 新川グランド〔予定〕 

訓練内容 被害状況収集訓練、倒壊家屋救出訓練、救護所設置訓練、給水訓練、炊き出し

訓練等 

参加機関 広域消防署、市消防団、防災協力会、自衛隊、赤十字奉仕団、自主防災会等、 

 ■自主防災訓練 

  安心して暮らせる事業  ２００円×世帯数 

 

３．職員召集(安否確認)システム 

 ■システム使用料                       予算額 ８９８千円 

 職員招集・安否確認・災害情報の伝達等の手段として、「あんしん防災ねっと」に当該シス 

テムを追加する。 

①メール送信 ②登録 

③操作･Ｗeb 画面確認 

イメージ図 

職 員 

 

◇登録職員へメール送信 

◇返信内容の登録・更新 

システム（ＡＳＫ） 

情報管理者(班) 

４．耐震診断・耐震改修事業 

 ■民間木造住宅耐震診断費                  予算額 ２，２５０千円 

地震による家屋の倒壊等の被害を軽減するため、昭和５６年５月３１日以前に着工された

旧基準民間木造住宅の無料耐震診断を実施する。 

計画戸数 ５０戸 

   診断内容 現地調査、一般的補強アドバイスと改修工事を行うときの目安となる工事 

費の説明 

 

 

 ■民間木造住宅耐震改修費                 予算額 １５，０００千円 

地震による家屋の倒壊等の被害を軽減するため、昭和５６年５月３１日以前に着工された

旧基準民間木造住宅の耐震化を支援する。 

   計画戸数  １５戸 

補助対象  判定値が１．０未満⇒１．０以上となる耐震改修工事等 

補助金    １００万円（身体障害者手帳の１・２級又は療育手帳のＡ種の方が世帯に 

いる場合は１３０万円） 

 

 

 ■民間非木造住宅耐震診断補助金               予算額 １，４００千円 

地震による家屋の倒壊等の被害を軽減するため、昭和５６年５月３１日以前に着工された

戸建て、併用住宅、共同住宅の非木造住宅耐震診断を支援する。 

○一戸建て住宅 

補助対象経費 耐震診断に要する経費 

補助金交付額 対象経費の２／３以内（限度額８万６千円） 

○戸建て以外の住宅 

補助対象経費 ①耐震診断に要する経費      

②延べ面積に応じて算出した額（詳細※印） 

補助金交付額 対象経費の２／３以内（限度額１２０万円／棟） 

※1,000 ㎡以内⇒×2,000 円 1,000 ㎡超～2,000 ㎡以内⇒×1,500 円 2,000 ㎡超⇒

1,000 円 

 

 

■住宅耐震改修相談会                      予算額 ４７千円 

愛知建築士会会員を相談員として、耐震改修に関する相談会を開催する。 

日時：年 1回 午前１０時～午後５時 

会場：市役所本庁舎相談室 

 

■耐震シェルター・防災ベッド購入補助             予算額１，５００千円 

 木造住宅の１階に安全な空間を確保するために設置する、耐震シェルター・防災ベッ

ドの設置費用を補助する。 

 ○耐震シェルター・・補助限度額３０万円×３件 

 ○防災ベッド  ・・補助限度額３０万円×２件 

※補助対象等の詳細は、愛知県の補助要綱等を参考に精査中 
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５．備蓄物資の整備 

 ■備蓄食料購入費                      予算額 ２，１２４千円 

  ○アルファ米・・１，０００食 

  ○クラッカー・・１，８００食 

  ○粉ミルク ・・４８０回分 

  ○飲料水  ・・９，４００本(５００ｍｌ) 

 

６．危機管理体制強化事業                   予算額 ４，４５８千円 

 危機管理や災害応急対応のスペシャリストである自衛隊ＯＢを、新規に雇用する。 

○勤務体制 週４日（３１時間） 

○主な業務 災害発生時・・災害対策本部の運営（自衛隊関係機関との連絡調整業務） 

危 機 管 理・・危機管理体制の見直し｛地域防災計画、ＢＣＰ（業務継続計画）｝ 

災 害 対 処・・自主防災組織活性化業務（自主防災訓練指導など） 

 

７．東日本大震災被災自治体の支援 

 福島県広野町への職員派遣を継続（１年間） 
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